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１.  本研究の背景と目的 

従来の研究において、音韻部門はレキシコンに蓄えられている音韻特性を文構造構築後に

解釈する部門であると仮定されてきた。そうした場合、音韻研究で取り上げられてきた回帰

的構造は、形態・統語構造に依存したもので、音韻部門で構築する回帰構造は存在しないと

考えられてきた（Scheer 2011）。統語演算が関与しない形態素内の音節・分節内表示におい

ても、階層構造の存在は認めるものの、いずれの表示理論においても言語毎に定められた鋳

型的構造が仮定されており、回帰的併合により構築される構造は存在しないと見做されてき

た（Pinker & Jackendoff 2005, Neeleman & van de Koot 2006, Samuels 2009）。 
これに対し、本研究では、一形態素の音韻表示を構築（語彙化）する際、一値的音韻素性

を対象とする回帰的併合が働いていると仮定する。さらに本研究では、極小論に立脚した構

造を音韻表示に拡張し、素性節点、韻律点、オンセット、核、ライム、音節、フットなどの

音韻範疇を廃し、一値的音韻素性の回帰的併合のみで音韻構造を構築するモデルを提案する。 
 
２. 言語機能における音韻部門の位置づけ 
(1) MP における言語機能 (Chomsky 2010) 

 
           The Lexicon 
 
              e.g.  γ + {α, β} → {γ {α, β}} 
 

SM systems    π (PHON) 
 
       λ (SEM) 
 
      C-I systems  
 

(2) Idsardi & Raimy (2013: 31‒33） 
    Narrow syntax  hierarchy, no linear order 
       no phonological content 

       Spell-out 
 Linearisation 1     CI 
    Morphosyntax        hierarchy, adjacency 
 Linearisation 2      no phonological content 

(Vocabulary Insertion) Morphophonology  no hierarchy, directed graph 
 Linearisation 3      phonological content 
    Phonology   no hierarchy, linear order 
        phonological string 
 
         … 

CS (Merge) 
 

W-1-4

－328－



(3) 音韻部門の一般的位置づけ 
a. 純粋な音韻的回帰性の欠如 (Pinker & Jackendoff 2005, Neeleman & van de Koot 2006, 

Samuels 2009, Scheer 2008, 2011)：  例  音節の中に音節はない。 
b. 一形態素内の音韻特性 = 線状に並べられた分節音の集合（Bromberger & Halle 1989, 

他） → (4b) 
c. 構造解釈機能（Chomsky & Halle 1968, 他） 

CS で構築された構造を解釈する装置 
 

(4) 形態素内音韻特性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  最小単位 (4d) 

弁別素性 → 二値的素性（＋/－の値の指定／無指定）: 常に存在している。 
エレメント → 一値的素性（素性そのものの指定／無指定）: 
   選択された素性のみ存在する。 

  分節内構造 (4c) 
弁別素性 → 二値的素性の集合（厳密には、一値的素性も認めている） 
   分節音の種類を問わず、素性の数は同じ。 
エレメント → 一値的素性の集合 
   分節音の種類によって、素性の数は異なる。 
言語毎に定められた分節内構造（分節内鋳型）。構造構築過程は認められない。 

分節間の関係 
前後関係 (4b) → 語彙的に分節間の前後関係は定められている。 
依存関係 (4a) →  i. 語彙特性として指定されていない (Bromberger & Halle 1989) 
  派生物、もしくは、OT 流制約に従い選ばれたもの。 
       ii. 語彙特性として指定されている（GP: Kaye 1995，他）。 
   語彙的に音節・韻律属性がないと説明できない現象がある。 
       iii. 語彙特性として指定されていないだけでなく、その存在を 
   認めない（Strict CV: Scheer 2004, 他）。 

 
(5) 2 種類の音韻部門（Harris 1994, 他） 
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c. (5a) = 静的分布規則   (5b) = 動的交替規則、強勢規則、等 
 d. 問題点 
     i. (5a)と(5b)の関係が不明瞭 
     ii.  なぜ音韻部門のみが 2 箇所に配置されているかを説明する必要がある。 

 

３.  非時系列音韻論における音韻部門の位置づけ 

(6) 非時系列音韻論（Precedence-free Phonology）（Nasukawa 2014, 2015, 2016, 2017） 
a. 最小単位 → 普遍的一値的素性（素性そのものの指定／無指定） 

   選択された素性のみ存在する。→  併合の対象となり得る。 
  b.  分節内構造 → 分節内構造が生得的に決定されているのではなく一値的素性 
     同士の併合により構造が構築される（分節音の種類 
     によって，素性の数は異なる）。 →  回帰性の存在 

i.  Oxford English Dictionary における最長の語 (44 分節) 
Pneumonoultramicroscopicsilicovolcanoconiosis (silicosis) 
/njuːˌmɒnoʊˌʌltrəˌmaɪkrəˈskɒpɪkˌsɪlɪkoʊvɒlˌkeɪnoʊˌkɒnaɪˈoʊsᵻs/ 
(A lung disease caused by inhaling very fine ash and sand dust) 

    ii. 単一形態素からなる地名(10 分節) 
     Massachusetts /ˌmæsəˈtʃuːsɪts/ 
  c.  分節間の関係 

依存関係 → 語彙化の際に構築される（≠ 標準的 ET）。 
   語彙情報として指定されている（＝ 標準的 ET）。 
前後関係 → 形式的音韻特性ではない。SM 体系による音声的解釈の産物。 

 
(7) 音韻素性（最小単位）を対象とした併合（Nasukawa 2017） 

 
 
 
 
 
 
 
 

c.  素性を対象とした併合により語彙項目の音韻表示が形成される。 
→ すなわち、語や形態素のみならず、音韻素性も併合（Merge）の対象 

d. 従来の音韻規則を扱う部門 = (7b) のみ 
e. 静的分布規則、動的交替規則、強勢規則、等すべてを(7b)で扱う。 
f. 音韻規則に従い形成された表示のみが語彙項目として記憶される。 
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４.  最小単位と回帰的結合 
(8) エレメント（Nasukawa & Backley 2008; Backley 2011; Nasukawa 2014, 2015) 

 
elements label manifestation as a consonant manifestation as a vowel 
|A| ‘mAss’ uvular, pharyngeal POA non-high vowels 
|I| ‘dIp’ dental, palatal POA front vowels 
|U| ‘rUmp’ labial, velar POA rounded vowels 
|Ɂ| ‘edge’ oral or glottal occlusion laryngealised vowels 
|H| ‘noise’ aspiration, voicelessness high tone 
|N| ‘murmur’ nasality, obstruent voicing nasality, low tone 

 
(9) エレメント|I|/|U|/|A|（Nasukawa 2014, 2015) 

a. |I|/|U|/|A| = 従来の核（nucleus） 
 → 中寄で非対立的母音（[ɨ]~[ɯ]~[ə]）として具現化 = 基線の共鳴的音質 

b. |I|/|U|/|A|  =  他のエレメントを指定するための基線（baseline） 
c. 類型的変異 

i.   [ɨ]      ii.   [ɯ]  iii.   [ə] 
   |I|'       |U|'   |A|' 
    |        |    | 
   |I|       |U|   |A| 

  チルング語    日本語        英語 

 
 (10) 英語の基本母音（Nasukawa 2017) 

 
a. [ə]  b.  [a] ([ʌ]) c.  [i]  d.  [u] 

    |A|ʹ     |A|ʹ     |A|ʹ     |A|ʹ 
     |      |      |      | 
    |A|     |A|  |A|    |A|  |I|    |A|  |U| 
 
 (11) 複合構造（Nasukawa 2017) 
 

a.  [e]  b.  [o]      c.  [khi] 
    |A|     |A|   
     |      |  
    |A| |A|    |A|  |A| 
   |   |  
  |A|   |I|         |A|  |U| 
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 ５.  言語学的単位（範疇）を対象とした併合 
 (12) 形態素を対象とした併合（Nasukawa 2017) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (13) 語を対象とした併合（Nasukawa 2017) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 6.  結論 
 (14) 言語構造の全体図（Nasukawa 2017) 
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